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■《ジム・エース900L形》測定結果
都内某養護学校
床衝撃音レベルに関する遮音等級

Ｌ-50

湿式浮床構造ができない場合、900-L形
の大引の大きさを変え、支持台を梁上に
設置することにより、高性能遮音床の梁
工法として使用することもできます。
（支持台最大ピッチ2500m/mまで）

※コンクリートスラブ上に浮床用ロック・
ウール緩衝材又は、浮床用グラスウール
緩衝材を敷きつめ、周壁に立上げ縁を
切った後、ポリエチレン・フィルム等で
防水被覆し、その上にコンクリート又は、
モルタルの浮床層を打って湿式浮床構造
にすると、重量衝撃源・軽量衝撃源に対
して遮音等級を増す効果があります。

※仕上がり高さH＝350をこえる場合は、
支持台をパイプ仕様（34φ・48φ）と
する。



接着剤又は
ナット固定

※塗り床、張り床等の改修工事や木製下地の改修工事として、床高さ最低 150から施工できます。
　性能は JIS A 6519 に適合し、安全性・耐久性からも最適な低床用床工法です。
※弾性を必要としない場合はバウンドゴム・リバウンドゴムは不要。



※体育館以外の床の束パッキングは、タテ・ヨコならびで施行できます。
※低床用は弾性はございません。





※仕上り高さＨ＝500をこえる場合は、支持台をパイプ仕様（34φ・48.6φ）とする。





3 ～ 10
スポーツフロアシート

スポーツフロア
シート
㋐ 3～ 10

複合弾性シート

※⑩は仕上材が複合弾性床仕様の工法で、鋼製下地材の面弾性と複合弾性床の点弾性を複合した、
　両面の特長を生かした工法で、大変バラツキの少ない安全な床です。
※その他のタイプ使用可能です。



※1. ステージ下に台車を入れる場合は、支持脚の間隔を900～1800m/mまで自由に調整できます。900～1000m/mまでは大引□-50×50×1.6を使用。
　1000～1800m/mまでは大引□-60×60×1.6を使用下さい。
※2．ステージの高さが1200m/m以下および支持脚の間隔が1300m/m以内の場合は、ブレスは必要ありません。













（1）大引の断面性能

性能
品名

重量
kg/m

断面積
cm2

重心
Cx

断面2次モーメント 断面係数 断面2次半径

Ixcm4 Iycm4 Zxcm3 Zycm3 ixcm iycm

大引□－40×40×1.6 1.88 2.392 2.0 5.79 5.79 2.90 2.90 1.56 1.56

大引□－50×50×1.6 2.38 3.032 2.5 11.7 11.7 4.68 4.68 1.96 1.96

大引□－60×60×1.6 2.88 3.672 3.0 20.7 20.7 6.89 6.89 2.37 2.37

大引□－60×60×2.3 4.06 5.172 3.0 28.3 28.3 9.44 9.44 2.34 2.34

大引□－75×75×3.2 7.01 8.927 3.75 75.5 75.5 20.1 20.1 2.91 2.91

大引□－100×100×3.2 9.52 12.13 5.0 187 187 37.5 37.5 3.93 3.93

大引H－100×100×6×8 16.9 21.59 ―― 378 134 75.6 26.7 4.18 2.49

大引H－125×125×6.5×9 23.6 30.00 ―― 839 293 134 46.9 5.29 3.13

（2）根太の断面性能

性能
品名

重量
kg/m

断面積
cm2

重心
Cx

断面2次モーメント 断面係数 断面2次半径

Ixcm4 Iycm4 Zxcm3 Zycm3 ixcm iycm

根太 －30×35×1.2 1.23 1.56 1.46 2.23 5.65 1.44 1.74 1.19 1.90

根太 －30×35×1.4 1.42 1.81 1.46 2.55 6.48 1.65 2.00 1.19 1.89

根太 －30×35×1.6 1.62 2.06 1.46 2.86 7.29 1.86 2.24 1.18 1.88





※その他耐食仕様部材もございます。 標準仕様AZ150





バスケットボール

柔道

体操トレーニングルーム

ホワイトリング（長野）

ハンドボール

レスリング

バレーボール共用コート

ナショナルトレーニングセンター（オリンピック対応）





























大分県立武道館

牛久武道館









■天然の新素材が騒音をカット
■ 豊富な素材で彩りのある空間
　天然素材のもつ美しさを活かし、耐衝撃性の高いタモ、カバ材等を接着加工して、
12 〜 15mmもの厚さで使用していますので、非常に強く耐久性に優れています。

■ 優れた音響効果
　従来の木製壁面では反響音や残響音などで不快を感じましたが、SOMENO《ジ
ム・ウォール・システム》は、木質吸音有孔パネルとグラスウールとの併用により、
これらの問題を解決し、吸音効果を高めています。

■ 衝撃に強く安全性もさらにアップ
　運動時に壁に強く衝突したときに受ける局部衝撃荷重は、体重の約 6倍といわれています。ジム・ウォール・パネルは約
740kg/m2もの耐衝撃性がある安全性の高い壁材ですので安全にスポーツを楽しむことができます。

樹　種 サイズ（厚 ×幅 ×長さ（㎜）） 塗装色 加工形状 一般仕様 不燃仕様
タ　モ
柾目

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

クリアー 四方本実

基材
合板
＋

表面材（0.3㎜厚）

基材
火山性ガラス質複層板

＋
表面材（0.3㎜厚）

シ　ナ
杢目

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

タ　モ
集成

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

カ　バ
集成

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

ブ　ナ
柾目

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

ホワイトオーク
柾目

１２×２９０×１８００
１５×２９０×１８００

■ ジム・ウォール・パネル・ラインアップ

（注１）受注生産として、難燃仕様、上記樹種以外のパネル及び着色塗装品も取扱っております。

認定番号
不燃ＮＭｰ１３６８

JAS認証番号
JPIC ｰ DW56

タモ柾目（有孔加工）

タモ柾目

㊸



シナ杢目

タモ集成

カバ集成

ブナ柾目

ホワイトオーク柾目

� 
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※ ・LEDフルカラー（ビジョン）ディスプレイ・LEDスコアーボード（電光得点板）及びコント
ロールソフト・ビデオプロセッサ等『すべてのハード&ソフトの設計・製造・販売を自社で
手掛け』機器の設置・技術サポート・保守メンテナンス・映像コンテンツ制作にも充実し
た ⇒ LED事業専門会社です。

◎ LED素子は、日亜化学工業社製を素子単位で仕入れ、ディスプレイ表示面の最小構
成であるモジュールを自社で製造しています。

◎ 世界規模の販売&サービス網（ディスプレイ設置100ヶ国以上・8000台以上実績）
◎ 日本国内実績一覧。
 体育館）①滋賀レークスターズ（BJリーグ）⇒ センターハング
  ②大田区体育館プロジェクト ⇒ センターハング
  ③ゼビオアリーナ仙台 ⇒ リング上下付センターハング・リボンビジョン
 野球場）①日本ハムファイターズ鎌ヶ谷
 商業用）①六本木交差点　 ⇒（H＝3000×W＝5400×D254mm）
  ②仙台駅－西口前 ⇒（H＝5850×W＝17560×D261mm）
  ③宇都宮－西口前 ⇒（H＝3000×W＝4000×D254mm）
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注※シロマー防振材が25mm以下の場合は、大引きが上向きとなります。

仕様 中間部詳細

フローリング（ผ侜）
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ナショナルトレーニングセンターは、文部科学省が国内トップアスリート用に建設した屋内トレーニング施設です。
シロマスポーツフロアーシステムは、この施設のために開発された鋼製防振床です。
数多くの体育館鋼製床の実績をもつ（株）染野製作所の協力と、世界各国の鉄道で使用されている、弾性と減衰性に優れたポリウレタン防振材
シロマー（ゲッツナー社製）を使うことにより、長寿命で高性能な防振性能を実現するとともに、競技者の足・ひざへの負担をも低減いたします。

特長 ●高性能な床衝撃音特性
●競技者の足・ひざへの負担

特長 体育館・フィットネスクラブ・柔道場・剣道場
などのスポーツ施設

床衝撃音性能 スラブ厚150mm＋シロマースポーツフロアーシステム　L－45以下（軽量・重量）
＊下階二重天井とすればL－35以下も可能です。

AGK建築音響株式会社
〒106-0031　東京都港区西麻布4-16-13　西麻布28森ビル11階

TEL：03-6892-8811（代）　　FAX：03-6892-8813



ステンレスプール仕上仕様

タイル張り仕上げ 塗装仕上げ 無塗装

ステンレス プール

ステンレスプールは、耐食性、耐久性に優れており、全溶接構造
によるプール本体は防水性能が高く、地震にも強い高品質のプー
ルです。
軽量で加工性に優れているステンレスプールは屋内、屋外、屋上を
問わず用途にそったさまざまな形状のプールプランが可能です。

ステンレスの優れた性能と重厚で
美しいセラミックタイルを融合させた
ハイグレードなプールです。
豊富な色柄のセラミックタイルに
よって、個性的なデザインを可能に
しました。

耐 食 性と加 工 性 に 富んだ
SUS304材を使用した全溶接
構造のプールです。
ステンレスに多色の選択が可能な
塗装を施すことによりプール施設の
グレードを一層高めることができます。

高級ステンレス鋼の優れた性能を
最大限に生かすことにより、塗装
メンテナンス費用の大幅な削減が
できます。
塗料などの石油製品の使用を
最小限に抑えたことにより、リサイ
クルを100％近くにした、地球に
優しいプールです。

SOMENO PRODUCTS
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オールステンレス製特注浴槽

ステンレス浴槽は錆びることなく、美しい光沢でいつまでも
清潔な状態を保てます。
溶接構造の浴槽は耐久性と高い防水性に優れており高層
階に設置しても安心です。
浴槽はすべて使用目的に合わせ設計、製作、施工までいた
します。

SOMENO PRODUCTS

高槻市民プール：公認25m×14m 酒田市光が丘プール：18m×9m可動スロープ付

フロート式床フレーム 昇降駆動部メインポスト

プール可動床
SOMENO PRODUCTS
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【１】品　　　　　名：化成品柔道畳
【２】製　　造　　元：石井化成工業株式会社
【３】品　　　　番：KL―ACE　カバー式
【４】寸法　・　重量：H60ｘW910ｘL1820mm・14kg ／畳
【５】品　質　保　証：通常使用に置いて品質３年間保証。

畳　性　能
①畳 表：耐久性を考え厚さ1.3mmの畳表を使用。

（基布は綿布100％の10番手で表面はビニロンに畳のエ
ンボス加工の物を使用。）

②第一クッション層：衝撃吸収と耐久性に優れたPブロック（ポリプロピレ
ン）15ｍｍ厚を使用。

③応 力 分 散 板：縦横両方向の曲がりに強い３㎜厚のハニカム構造プラ
スチック板とインシュレーションボードは15㎜厚を合
わせて使用。（畳ボードJIS Ａ 5905規格を使用）

④第二クッション層：耐久性に優れた発泡ポリスチレンフォーム２0㎜厚を使
用し衝撃吸収の高いポリエチレンフォーム5㎜厚を合わ
せて使用。（ポリスチレンフォームはJIS9511保温材を
使用。ポリエチレンフォームは30倍品を使用）

⑤品 質 保 証：通常使用に置いて品質３年間保証致します。

①表レザー 抗菌表レザー 1.3mm

②第一クッション層 ポリプロピレン 15mm

③応力分散板 ハニカム式プラ板
インシュレーションボード

3mm
15mm

④第二クッション層 ポリスチレンフォーム
ポリスチレンフォーム

20mm
5mm

クラッセ裏シート

約60mm

『断面図』

KL―ACE
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北米産のハード・メイプルは、世界の各地でスポーツフロアとし
て、数多く使われています。（ナショナルトレーニングセンター等）
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項目 規格値 試験方法 試験方法要旨

密度
（g/cm3） 0.8±0.1 JIS A 5430

試験片100×100
密度＝W0/V
V＝W2－W1/ρw
V：試験体の体積
W0：乾燥時の試験体の質量
W1：水中における試験体の質量
W2：吸水時の試験体の質量
ρw：水の密度で1（g/cm3）

曲げ強さ
（N/mm2） 10.0以上 JIS A 1480

曲げ強さ＝3PI/2bt2
P：曲げ破壊荷重（N）
I：スパン（mm）
b：試験体の幅（mm）
t：試験体の厚さ（mm）

吸水寸法変化
（％） 0.08 JIS A 5430

吸水寸法変化率（％）＝I2－I1/I1×100
I1：60℃、24hr乾燥→デシケータ中20℃冷
却時の寸法
I2：20℃水中24hr浸漬後の寸法

集中荷重 kg
た　わ　み　量（mm）

試験方法 試験概要図
A点 B点 C点 D点

100 1.10 0.02 0.06 0.04

オイルジャキにより床板表面へ荷重を負荷
し、各々の荷重、たわみ破壊時の荷重を読
みとる。

200 2.39 0.05 0.24 0.11

300 3.64 0.08 0.41 0.20

400 5.25 0.13 0.62 0.31

500 7.06 0.16 0.80 0.43

600 破　　　壊



集中荷重 kg
た　わ　み　量（mm）

試験方法 試験概要図
A点 B点 C点 D点

300 0.90 0.14 0.58 0.26

床板表面（1m×1m）に300kg/m2づつ
最大1,500kg/m2まで荷重を負荷し、た
わみを読みとる。
また、除荷10分経過後の残留たわみを読
みとる。

600 2.00 0.29 1.10 0.58

900 3.01 0.47 1.85 0.88

1200 3.76 0.59 2.46 1.15

1500 5.20 0.69 3.31 1.36

除荷15分後の残留たわみ量 0.22 0.11 0.26 0.12

砂袋
（30kg・高さ250mm）

加撃

評　　価 試験方法 試験概要図

損傷なし 30kgのサンドバッグを250mmの高さか
ら5回連続自由落下する。

注記：Ａ点　載荷中央
　　　Ｂ点　支持脚近傍
　　　Ｃ点　大引スパン中央の根太下
　　　Ｄ点　支持脚スパン中央の大引下
　　　Ｘ点　加撃



北海道伊達市総合体育館



本社・工場　〒025‒0301　 岩手県花巻市 
北湯口第2地割1番地26

システム技術　☎0198‒37‒1115　FAX.0198‒37‒1131



製品についてのお問い合わせ

大日本塗料株式会社
〒144 - 0052
東京都大田区蒲田5-13-23（TOKYU REIT蒲田ビル8F）
TEL 03-5710-4503   FAX 03-5710-4520
http://www.dnt.co.jp/

�


